
　

第１８回双葉地方広域消防職員意見発表会

全力で その先へ 双葉消防！
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令和元年度全国統一防火標語

『 ひとつずつ いいね!で確認 火の用心 』

双葉地方広域市町村圏組合消防本部

消 防 長 大 和 田 仁

～ 新年のご挨拶 ～

令和2年の輝かしい新春を迎え、謹んで新年の

ご挨拶を申し上げます。

まず、東日本大震災そして福島第一原発事故に

より、今なお全国各地で避難生活を余儀なくされ

ている、双葉郡住民の皆様に対して心よりお見舞

いを申し上げます。

また、震災以降8年10ヶ月にわたり、双葉消防

を支えて戴いた総ての皆様に、改めて感謝を申し

上げます。

さて、昨年を振り返ってみますと、全国各地に

おいて地震・火山の噴火・台風などの自然災害に

より大きな被害が発生した年でありました。

当双葉地方におきましても、台風19号の襲来

により大雨特別警報が発表されるなか、河川の氾

濫や住宅浸水が発生し、1名の尊い命が失われる

事態となりました。

双葉消防では、今後も、こうした自然災害によ

る被害発生の事態を想定しつつ、しっかりと準備

を整え消防の責務を果たして参る所存であります。

そしてまた、依然として帰還困難区域における

住宅密集地の火災や森林火災の大規模化が懸念

されることから、常に危機感を持って、迅速か

つ的確な初動体制を実践するとともに、関係機

関との強力な連携体制を進めて参りたいと考え

ております。

加えて、双葉郡内の住宅用火災警報器の「設

置率100%」に向けた取り組みを促進して、住

宅火災による死傷者の絶無を目指して参ります

ので、皆様のご理解とご協力を切にお願いする

ものであります。

双葉消防では、今年もまた心新たに、全員一

丸となって双葉郡内の安全確保に全力を傾注す

るとともに、避難をされている方々にも配慮を

忘れず、目に見える消防施策を展開して参りた

いと思います。

本年が皆様にとって、愁いなき希望の年とな

りますようご祈念申し上げまして、新年のご挨

拶と致します。

令和元年１１月５日（火）に「第１８回双葉地方広

域消防職員意見発表会」が行われ、住宅用火災警報器

の維持管理について新たな提言を発表した【富岡消防

署楢葉分署 坂本達也 消防士長】が最優秀賞を受賞し

ました。

坂本達也消防士長は当消防本部の代表として令和２

年２月１２日（水）福島市・ホテル福島グリーンパレ

スで開催されます、「第４３回福島県消防職員意見発

表会」に出場することが決定しました。

あなたは大丈夫？ 「冬の事故」



　本格的な冬の時期を迎え、暖房器具による火災発生危険の増加や降雪による雪害の発生、空
気が乾燥しインフルエンザやノロウイルスなどの感染症により体調を崩すなど、思わぬ事故や
病気につながる季節でもあります。不意の冬の事故から身を守るための注意点を紹介します。

　温度差によって血圧の変動が大きくなることが原因で、健康に悪い影響が
及ぶことです。失神や心臓発作を引き起こし、急死することもあります。
　これらは特に高齢者に多く見られますが、持病がなく普段元気な人でも起
こる場合があります。
　寒い冬の生活は十分気をつけましょう。

　着衣着火は、生活中に火元となるガスコンロやロウソクなどから衣類の袖口付近に着火する場合が多いのが特徴
です。特に冬場は厚着になり、身動きが取りづらかったり、火元が見えにくくなることが要因の一つとされています。火
を扱うときは、袖や裾が広がっている服は着火しやすいので避けましょう。

　雪害と聞くと、雪崩や大雪に伴う孤立や除雪時の転落事故等が代表的ですが、日常生活でも降雪後の普段とは
違う環境において発生する事故があります。

連 絡 先

双葉消防本部 ０２４０－２５－８５２３ 消防指令センター ０２４０－２５－８５６１

富岡消防署 ０２４０－２２－２１１９ 浪江消防署 ０２４０－３４－４１１１

楢葉分署 ０２４０－２５－２１１９ 葛尾出張所 ０２４０－２９－２１１９

川内出張所 ０２４０－３８－２１１９

あなたは大丈夫？ 「冬の事故」

知っていますか？ 『着衣着火』

【事故事例】
・ガスコンロの奥にあるフライパンを取ろうとして袖口に着火した。

・仏壇のローソクの火をつけたまま、お供えの物を下げようとした

際に袖口に着火した。

・電気ストーブをつけたまま寝ていて、パジャマに着火した。

・たき火で暖を取っている最中に火が風であおられて衣類に着火した。

身近な雪害に注意！

・降雪後は路面の凍結や吹雪等による視界不良に注意しましょう。

・アイスバーンに注意しましょう。

・横断歩道の白線上の薄い氷膜に注意しましょう。

・歩道と車道の断差に注意しましょう。

・小さな歩幅で歩きましょう。

・雪のレジャーでは自分の能力以上の無理な行動は止めましょう。

■雪道での車の事故 ■雪道での歩行中の事故

■雪のレジャーでの事故

入浴時のヒートショック‼
ヒートショックとは？

・入浴前に脱衣所や浴室を温めましょう。

・湯船から急に立ち上がらない様にしましょう。

・お酒を飲んだ後の入浴は控えましょう。

・入浴前には同居者に一声かけましょう。


